
平成28年度 補正予算を可決･･･ P. 2
第３回臨時会 ･･････････････････････ P. 5
一般質問　そこが聞きたい ･････ P. 8
委員会のうごき ･･･････････････････ P.14

あなたと議会の懸け橋あなたと議会の懸け橋

表紙の説明は16ページをごらんください表紙の説明は16ページをごらんください

QRコードを読み込QRコードを読み込
むと、議会ホームむと、議会ホーム
ページが開けますページが開けます

議会だより議会だより

2016

  7.25
No.No.135135

平成28年６月定例会平成28年６月定例会



千代田町議会だより「大河」  135 号　平成28年７月25日発行 2

ひとり暮らし
高齢者福祉事業
56万7千円

平成28年

６月定例会

　

平
成
28
年
第
２
回
議
会
定
例
会
が
、６
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

補
正
予
算
、
報
告
、
同
意
等
11
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
な
る
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
初

日
に
は
５
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
町
の
考
え
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

▼6 　9 616

《本会議》
　9日　一般質問
10日　議案審議
《委員会》

13日　総務文教
14日　福祉産業

　

歳
入
で
は
、
県
補
助
金
に

　

歳
入
で
は
、
県
補
助
金
に

農
業
者
支
援
の
た
め
の
補
助

農
業
者
支
援
の
た
め
の
補
助

金
及
び
給
付
金
が
追
加
さ
れ

金
及
び
給
付
金
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

歳
出
に
お
い
て
、
民
生
費

　

歳
出
に
お
い
て
、
民
生
費

で
は
西
保
育
園
の
園
舎
増
築

で
は
西
保
育
園
の
園
舎
増
築

工
事
に
伴
う
外
構
等
の
工
事

工
事
に
伴
う
外
構
等
の
工
事

費
が
、
農
林
水
産
業
費
で
は
、

費
が
、
農
林
水
産
業
費
で
は
、

「
は
ば
た
け
！
ぐ
ん
ま
の
担
い

「
は
ば
た
け
！
ぐ
ん
ま
の
担
い

手
」
支
援
事
業
補
助
金
及
び

手
」
支
援
事
業
補
助
金
及
び

青
年
等
就
農
給
付
金
が
追
加

青
年
等
就
農
給
付
金
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

9,000円増額
一般会計総額

47億4,51919万万9,0009,000円円

西保育園管理運営事業

800万円
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項  目 補 正 額 補 正 後 予 算
下水道事業特別会計（第１号） 300万0,000円 2億9,776万5,000円

平成28年度   特別会計補正予算平成28年度   特別会計補正予算

3,019万　
　　　平成28年度

4747億億4,5194,5 万9,000円

農業用機械購入費補助金

300万円

「はばたけ！ぐんまの担い手」支援事業費
※群馬の農業を支援する県事業

300万円

補正
予算

公共下水道整備事業
300万円
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繰越明許費
繰越計算書

　

平
成
27
年
度
千
代
田
町

一
般
会
計
繰
越
明
許
費

は
、
５
件
の
事
業
に
て
総

額
１
億
５
３
２
７
万
３
０

０
０
円
が
平
成
28
年
度
に

繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

▼
総
務
費
３
件

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
の

魅
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業
・

地
域
活
性
化
等
調
査
研
究

支
援
事
業

　　繰越明許費とは？ 
　経費の性質や予算成立後の
　何らかの理由で、その年度内に
支出の終わらない見込みがあるもの
について、予算の定めるところにより翌
年度に限り繰り越して使用できるように
　　する予算を言います。

▼
民
生
費
１
件

　

年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
事
業

▼
土
木
費
１
件

　
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業

西邑楽土地開発
公社の決算

同意

●
千
代
田
町
副
町
長
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

問

現
職
員
が
退
職
し
て

町
三
役
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
過
去
に
例
が
な
い
と

思
う
。
副
町
長
に
な
っ
た

場
合
、
現
在
の
総
務
課
長

の
給
料
か
ら
下
が
っ
て
し

ま
う
の
か
。
ま
た
、
千
代

田
町
の
町
長
の
給
料
は
群

馬
県
の
35
市
町
村
中
、
下

か
ら
４
番
目
で
あ
り
見
直

す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答

副
町
長
の
給
料
に
関

し
て
は
、
若
干
今
の
職
よ

り
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
町
三
役
の
給
料
で

す
が
、
平
成
16
年
４
月
１

日
に
条
例
を
改
正
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

給
料
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
議
員
報
酬
も
含
め

て
将
来
的
に
議
論
を
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

問

町
長
が
体
調
不
良
に

な
っ
た
場
合
、
副
町
長
が

職
務
代
理
者
と
な
る
の
か
。

答

地
方
自
治
法
１
５
２

条
に
町
長
が
体
調
不
良
や

旅
先
で
何
か
あ
っ
た
場
合

な
ど
、
副
町
長
が
職
務
を

代
理
し
ま
す
。

問

千
代
田
町
に
お
い
て

副
町
長
に
ふ
さ
わ
し
い
と

思
わ
れ
る
方
が
、
坂
本
氏

を
除
い
て
い
な
か
っ
た
の

か
。
候
補
は
何
名
か
い
た

と
思
う
が
、
あ
え
て
総
務

課
長
で
あ
る
坂
本
氏
を
選

ん
だ
理
由
は
。

答

私
の
中
で
候
補
と
し

て
４
名
く
ら
い
の
方
が
い

ま
し
た
。
私
と
同
様
、
坂

本
氏
も
何
か
あ
っ
た
場

合
、
全
責
任
は
自
分
が
負

う
と
い
う
意
気
込
み
を

持
っ
た
課
長
で
あ
る
と
思

い
、
坂
本
氏
を
上
程
し
ま

し
た
。

イベントの魅力アップ推進事業

●
千
代
田
町
教
育
委
員
会

の
委
員
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
吉
羽
静
江
氏
）

問

吉
羽
氏
の
評
判
を
含

め
、
町
長
の
考
え
を
聞
か

せ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
こ

の
選
任
に
関
し
て
、
前
教

育
委
員
会
事
務
局
長
に
相

談
は
し
た
か
。

答

評
判
は
い
ろ
い
ろ

あ
っ
た
が
、
何
名
か
の
人

に
話
を
聞
い
た
上
で
、
最

終
的
に
吉
羽
氏
を
上
程
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
教
育
委
員
会
事
務
局
長

に
相
談
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

千
代
田
町
事
業
所
分
の

主
な
事
業
で
は
、
東
部
住

宅
団
地
一
般
分
譲
地
４
区

画
の
売
却
に
伴
う
収
益
が

あ
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
で
は
、
差

し
引
き
４
６
６
万
７
５
５

５
円
の
当
期
純
利
益
が
あ

り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
差

引
収
支
不
足
額
１
４
９
８

万
４
１
８
７
円
を
、
過
年

度
分
及
び
当
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
の
中
か
ら

補
填
し
ま
し
た
。
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専
決
処
分
５
件承

認

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
伴
っ
た
専
決
処
分
が
３

件
、
行
政
不
服
審
査
法
施

行
令
の
公
布
に
伴
う
専
決

処
分
が
１
件
、
国
の
補
正

予
算
に
伴
う
専
決
処
分
が

１
件
、
計
５
件
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

●
町
税
条
例
の
一
部
改
正

で
は
、
文
言
等
の
見
直

し
が
さ
れ
ま
し
た
。

●
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
改
正
で
は
、
固
定
資

産
税
課
税
標
準
の
特
例

が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

し
、
歳
出
に
お
い
て
イ

ベ
ン
ト
の
魅
力
ア
ッ
プ

推
進
事
業
及
び
地
域
活

性
化
等
調
査
研
究
支
援

事
業
を
追
加
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問

イ
ベ
ン
ト
の
魅
力

ア
ッ
プ
推
進
事
業
の
金
額

は
、
役
場
が
独
自
で
考
え

た
こ
と
な
の
か
。
そ
れ
と

も
、
地
域
の
方
々
と
相
談

を
し
な
が
ら
決
め
た
金
額

な
の
か
。

411

第
３
回
臨
時
会

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
で
は
、
基

礎
課
税
額
・
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
課
税
額
の

引
き
上
げ
や
、
軽
減
対

象
者
に
対
す
る
軽
減
判

定
所
得
の
幅
が
広
が
り

ま
し
た
。

●
千
代
田
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
で
は
、
総
務

省
通
知
に
よ
る
改
正
漏

れ
の
一
部
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

●
平
成
27
年
度
千
代
田
町

一
般
会
計
補
正
予
算
で

は
、
歳
入
で
地
方
創
生

加
速
化
交
付
金
を
追
加

答

国
か
ら
国
庫
補
助
金

で
い
た
だ
け
た
金
額
で

す
。
今
年
度
は
、
川
せ
が

き
・
な
か
さ
と
公
園
関
係
・

産
業
祭
等
に
予
算
を
取

り
、
潤
い
の
あ
る
ま
ち
を

目
指
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
関

係
団
体
を
選
ん
で
い
き
な

が
ら
、
相
談
を
し
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問

タ
ウ
ン
セ
ー
ル
ス
事

業
と
は
。

答

地
域
活
性
化
等
調
査

研
究
支
援
事
業
の
中
で
、

植
木
産
業
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
い
う
事
業
で
あ

り
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
展
覧

会
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
出
展

の
負
担
金
と
い
う
こ
と
で

計
上
し
て
い
ま
す
。

問

地
域
活
性
化
等
調
査

研
究
支
援
事
業
の
基
本
計

画
策
定
事
業
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

ま
た
、
策
定
予
定
は
立
っ

て
い
る
の
か
。

答

子
ど
も
の
情
操
教
育

の
推
進
及
び
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
、
地
場

産
業
振
興
に
関
す
る
町
民

　

平
成
28
年
第
3
回
臨
時
会
で
は
、
専
決
処

分
の
承
認
５
件
、
同
意
２
件
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
千
代
田
町
選
挙
管
理
委
員
・
補
充

員
の
選
挙
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

水面に映える水上スターマイン

の
参
画
を
基
本
と
し
た
計

画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

時
期
は
ま
だ
確
定
し
て
い

ま
せ
ん
。

問

交
付
金
が
１
回
き
り

と
い
う
こ
と
で
、
町
民
に

と
っ
て
適
切
に
使
用
さ
れ

る
か
ど
う
か
。

答

県
内
で
も
数
ヵ
所
し

か
交
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、

東
毛
地
域
で
は
本
町
の
み

で
す
。
大
切
な
資
金
で
あ

る
の
で
団
体
等
と
協
議
を

し
な
が
ら
、
有
効
に
使
っ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
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４月臨時会・６月定例会にて、以下の人事案件を同意しました

副
町
長

　
　

坂
本 

道
夫
氏

・
坂
本
氏
は
、
昭
和
33
年
生

ま
れ
の
58
歳
。
昭
和
56
年

に
当
時
の
村
職
員
と
な

り
、
財
務
課
長
・
総
務
課

長
な
ど
、
要
職
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
多
く
の
行
政

経
験
を
積
ま
れ
、
今
後
副

町
長
と
し
て
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

教
育
長

　
　

岡
田 　

哲
氏

・
岡
田
氏
は
、
昭
和
26
年
生

ま
れ
の
64
歳
。
昭
和
52
年

に
群
馬
県
教
員
と
な
り
、

町
内
小
学
校
の
教
頭
、
校

長
職
を
経
て
、
平
成
26
年

か
ら
町
教
育
委
員
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
今
後
教
育

長
と
し
て
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

森
田 

清
史
氏

（
再
任
・
千
代
田
町
大
字
新
福
寺
）

川
島 

政
好
氏

（
新
任
・
千
代
田
町
大
字
瀬
戸
井
）

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
を
選
任

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同

意
を
求
め
る
議
案
が
提
出

さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
に

白
石 

正
躬
氏

（
再
任
・
千
代
田
町
大
字
赤
岩
）

細
田 

芳
雄
氏

（
新
任
・
千
代
田
町
大
字
下
中
森
）

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
議
案
が
提

出
さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員
に

加
藤 

和
男
氏

（
新
任
・
千
代
田
町
大
字
上
中
森
）

委
員
の
辞
職
に
伴
う
公
平

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
議
案
が

提
出
さ
れ
、
同
意
し
ま
し

た
。

教
育
委
員
会
委
員
に

遠
藤 

牧
子
氏

（
再
任
・
千
代
田
町
大
字
瀬
戸
井
）

吉
羽 

静
江
氏

（
新
任
・
邑
楽
町
大
字
中
野
）

委
員
の
辞
任
等
に
伴
う
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
議
案

が
提
出
さ
れ
、
同
意
し
ま

し
た
。

選
挙
管
理
委
員
及
び

補
充
員
に

◎
選
挙
管
理
委
員

齋
藤 

長
十
郎
氏

（
千
代
田
町
大
字
舞
木
）

遠
藤 

讓
氏

（
千
代
田
町
大
字
下
中
森
）

阿
部 

松
夫
氏

（
千
代
田
町
大
字
上
五
箇
）

椎
名 

信
一
郎
氏

（
千
代
田
町
大
字
赤
岩
）

◎
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

川
島 

邦
雄
氏

（
千
代
田
町
大
字
赤
岩
）

松
沢 

久
雄
氏

（
千
代
田
町
大
字
萱
野
）

家
中 

小
一
氏

（
千
代
田
町
大
字
上
五
箇
）

田
代 

正
夫
氏

（
千
代
田
町
大
字
舞
木
）

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管

理
委
員
及
び
補
充
員
の
選

挙
が
行
わ
れ
、
右
記
の
８

氏
が
当
選
し
ま
し
た
。



審議議案と議員の賛否（第３回臨時会・第２回定例会）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対、欠は欠席）※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対、欠は欠席）
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議　員　名 大
澤 

成
樹

酒
巻 

広
明

橋
本 

和
之

大
谷 

純
一

森　

 

雅
哉

川
田 

延
明

髙
橋 

祐
二

小
林 

正
明

柿
沼 

英
己

細
田 

芳
雄

青
木 

國
生

襟
川 
仁
志

議決結果
（賛成：反対）

第３回臨時会
承認２号 専決処分事項の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承認（11：0）
承認３号 専決処分事項の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承認（11：0）
承認４号 専決処分事項の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承認（11：0）
承認５号 専決処分事項の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承認（11：0）
承認６号 専決処分事項の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承認（11：0）
同意１号 千代田町監査委員の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意（11：0）
同意２号 千代田町監査委員の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意（11：0）
第２回定例会
議案31号 平成28年度千代田町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）
議案32号 平成28年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）
同意３号 千代田町副町長の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意（11：0）

同意４号 千代田町公平委員会の委員の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意（11：0）

同意５号 千代田町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意（11：0）

同意６号 千代田町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意（11：0）

同意７号 千代田町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意（11：0）

同意８号 千代田町教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意（11：0）

同意９号 千代田町教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意（11：0）

議　案　名

住むまちをもっと好きになるアプリ住むまちをもっと好きになるアプリ

　千代田町議会が発行する「議会だより大河」をスマートフォン

やタブレット用アプリ「i広報紙」で配信を開始しました！

　町が発行している「広報ちよだ」もチェックできるので、この

機会にぜひダウンロードしてみてはいかがですか？
　※アプリの利用は無料ですが、通信料はご利用者負担となります。

ＱＲコードを読み取って、
無料ダウンロードしてね！
　問い合わせ先　議会事務局
　☎８６－７００９（直通）

はじめました



そこが聞きたいそこが聞きたい

５議員が登壇５議員が登壇

一般質問とは、議員の立場から、町長や町の各行政機関の長に対する町政運営全般
における事務執行の状況や、将来に対する方針等について所信をただし、あるいは、
報告・説明を求め、または疑問を問いただすことをいいます。

ページ 質　問　者 質　問　項　目

９ 小林　正明 ①千代田町総合戦略等について問う

10 橋本　和之 ①ふるさと納税について

11 大谷　純一
①町長の政治姿勢と今後の町の課題について
②教育長人事について
③小学校の自転車通学について

12 髙橋　祐二
①都市計画道路等の早期完成について
②防災無線の有効利用について

13 細田　芳雄
①町長は１年後、４年後又その後、千代田町をどのような町に変え
　ていきたいか伺う

一般質問
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一
般
質
問　

小
林 

正
明
議
員
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し
て
い
ま
す
の
で
、
早
急

に
誘
致
を
し
た
い
。

　
問　

定
住
・
移
住
促
進
、

子
育
て
支
援
の
主
要
施
策

に
つ
い
て
問
う
。

町
長　
住
宅
の
新
築
費
用

や
中
古
住
宅
の
購
入
費
の

一
部
補
助
等
、
定
住
・
移

住
促
進
へ
向
け
た
支
援
補

助
金
の
交
付
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
、
結
婚
か
ら
妊

娠
、
出
産
、
子
育
て
の
一

貫
し
た
切
れ
目
の
な
い
支

援
が
必
要
で
あ
り
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
よ

り
良
い
教
育
環
境
を
整
備

し
て
い
き
た
い
。

問　
訪
れ
た
く
な
る
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

と
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

町
長　
３
つ
の
大
き
な
事

業
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
か
さ

と
公
園
を
中
心
と
し
た
新

た
な
イ
ベ
ン
ト
、
川
せ
が

き
や
産
業
祭
の
魅
力
ア
ッ

プ
、
地
場
産
業
で
も
あ
る

植
木
造
園
関
係
の
事
業
活

性
化
を
図
り
、
流
入
人
口

の
増
加
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

問　
観
光
資
源
の
掘
り
起

こ
し
、
近
隣
自
治
体
と
の

連
携
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　
利
根
川
は
避
け
て

通
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
掘
り
起
こ
す

観
光
が
約
20
ヵ
所
あ
る
と

問　
新
規
工
業
団
地
造
成

事
業
18
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
推
移
に
つ
い
て
、
現
状

と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
問
う
。

町
長　
現
在
、
関
東
農
政

局
と
の
協
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
状
の
課
題
に
対

し
て
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
進

め
、
早
期
実
現
に
向
け
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
、

商
業
用
地
の
販
売
推
進
事

業
６
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

現
状
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
問
う
。

町
長　
利
便
性
も
含
め
た

中
で
住
民
が
暮
ら
し
や
す

く
、
ま
た
町
外
か
ら
も
来

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

各種施策を実施して、
流入人口の増加を目指します

総合戦略主要施策について

い
う
認
識
の
も
と
、町
民
、

他
団
体
と
も
連
携
を
し
、

来
町
者
を
増
や
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
独
自
で

観
光
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
限
界

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
県
境
も
し
く
は
各
自

治
体
の
壁
を
低
く
し
、
そ

の
中
で
連
携
を
と
り
な
が

ら
町
に
来
て
い
た
だ
く
施

策
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
川
の
駅
構
想
に
つ
い

て
の
考
え
を
問
う
。

町
長　
将
来
的
に
は
本
町

の
西
部
地
区
に
建
設
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
場
産
の
野
菜
等
を
直
売

し
た
り
、
町
に
関
す
る
美

術
品
の
展
示
を
し
た
り
観

光
案
内
も
設
置
で
き
る
よ

う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
構
想
段
階
で
は

あ
り
ま
す
が
、
先
進
地
を

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　
14
区
富
士
原
地
区
の

里
山
整
備
に
つ
い
て
問

う
。　

町
長　
他
の
地
区
同
様
に

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
里
山
と
し
て
整

備
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
新
た
な
観
光
資
源
と

な
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
将
来
的
に
は

フ
ッ
ト
パ
ス
も
含
め
て
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
今

後
町
の
新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　
利
根
川
新
橋
実
現
の

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
問

う
。

町
長　
早
期
実
現
が
本
町

の
長
年
の
願
い
で
あ
り
ま

す
。
我
々
の
要
望
を
早
期

に
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
行
政
と
議
員
各
位
が

一
体
と
な
っ
て
要
望
活
動

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

小林 正明議員

町長

造成が完了した商業用地
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町長

特
産
品
提
供
事
業
者
を
２

業
者
か
ら
10
業
者
へ
拡
大

し
ま
し
た
。
延
べ
28
種
類

の
返
礼
品
を
取
り
揃
え
、

４
月
５
日
の
ス
タ
ー
ト
か

ら
５
月
末
ま
で
の
２
ヵ
月

間
で
、
寄
附
件
数
は
延
べ

71
件
、
寄
附
金
額
は
１
７

０
万
５
０
０
０
円
と
大
幅

に
伸
び
て
い
ま
す
。

問　
特
産
品
提
供
事
業
者

の
選
定
基
準
は
。

町
長　
特
産
品
提
供
事
業

者
の
条
件
と
し
て
は
、
町

内
に
事
業
所
が
あ
り
、
千

代
田
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が

る
商
品
で
、
か
つ
町
内
で

製
造
加
工
、
農
産
物
・
植

木
の
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
等

が
な
さ
れ
て
い
る
商
品
を

寄
附
者
に
送
付
し
て
い
た

だ
け
る
事
業
者
ま
た
は
個

人
と
な
り
ま
す
。

　

希
望
者
は
申
請
書
や
商

品
の
写
真
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
必
要
書
類
を
提
出

し
、
そ
の
後
、
町
内
関
係

者
及
び
業
務
代
行
者
に
よ

り
選
考
会
を
行
い
、
最
終

的
に
商
品
の
決
定
を
行
い

ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
１

年
程
度
で
商
品
内
容
の
見

直
し
や
特
産
品
提
供
事
業

者
の
募
集
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
法
人
版
ふ
る
さ
と
納

税
へ
の
対
応
は
。

町
長　
地
方
創
生
応
援
税

制
を
活
用
し
て
民
間
企
業

の
応
援
を
い
た
だ
き
、
町

の
財
政
負
担
を
抑
制
し
な

が
ら
地
方
創
生
事
業
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
を
し
て
い
ま
す
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
運

営
状
況
は
。

町
長　
千
代
田
町
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
制
度
と
し

て
平
成
20
年
12
月
１
日
か

ら
運
用
を
開
始
し
、
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
の
７

年
４
ヵ
月
の
間
で
30
件
、

３
１
１
万
円
の
寄
附
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
と
し
て
は
、
町

の
Ｐ
Ｒ
や
地
場
産
業
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
地

元
事
業
者
が
生
産
・
製
造

し
て
い
る
農
産
物
や
特
産

品
な
ど
を
、
寄
附
金
額
に

応
じ
て
選
択
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、

町の特産品や商品を
全国各地にＰＲしたい

千代田町ふるさと応援
寄附金について

　

千
代
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
の
３
つ

の
専
門
部
会
に
お
い
て
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
活
用
し
た
事
業
に
つ

い
て
協
議
・
検
討
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
現

時
点
で
は
当
該
制
度
を
活

用
で
き
る
よ
う
な
具
体
的

事
業
は
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
現
在
進
行
中

の
加
速
化
交
付
金
事
業
を

進
め
、
今
後
、
国
の
動
向

も
注
視
し
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
て
さ
ら
な
る
協

議
・
検
討
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

一
般
質
問　

橋
本 

和
之
議
員

橋本 和之議員



一
般
質
問　

大
谷 

純
一
議
員
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遠
隔
地
の
小
学
生
の
自
転
車
通
学
に

つ
い
て
考
え
て
い
る
か

必
要
性
が
な
い
と
は
言
え

ず
、学
校
等
と
協
議
・
検
討
は
続
け
て
い
き
た
い

教
育
委
員
会
事
務
局
長

大谷 純一議員

功績を残したか残さないかは
町民の皆さんが判断されること

町長

町長の
　政治姿勢について

問　
初
当
選
後
、
何
か
ら

手
を
つ
け
る
予
定
か
。

町
長　
前
町
長
か
ら
引
き

継
ぎ
を
含
め
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
下
中
森
地
区
の

新
規
工
業
団
地
や
ジ
ョ
イ

フ
ル
本
田
西
側
の
商
業
誘

致
、
赤
岩
地
区
の
都
市
計

画
道
路
、
舞
木
区
画
整
理

事
業
の
案
件
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
８
年
前
に
議
会
議
員

に
立
候
補
し
、
政
治
に
携

わ
ろ
う
と
し
た
動
機
と

は
。

町
長　
消
防
団
員
を
初
め

各
種
団
体
の
活
動
を
経
験

し
て
い
く
中
で
、
さ
ら
に

地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、

立
候
補
を
決
意
し
ま
し

た
。

問　
４
年
前
に
町
長
選
に

立
候
補
し
た
動
機
と
、
前

町
長
と
の
政
策
面
の
違
い

と
は
。

町
長　
東
日
本
大
震
災
で

す
。
地
元
の
方
々
の
お
手

伝
い
の
ほ
か
、
４
月
・
７

月
に
は
被
災
地
に
行
き
支

援
活
動
を
行
う
中
で
強
い

使
命
感
が
出
て
き
ま
し

た
。
町
民
の
生
命
、
財
産

を
守
る
た
め
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
や
っ
て
い
く

の
は
自
分
し
か
い
な
い
と

思
っ
た
こ
と
が
動
機
で

す
。

　

前
町
長
と
の
政
策
面
で

の
違
い
に
つ
い
て
は
、
大

き
な
差
は
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
過
程
等
に

は
多
少
違
い
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

問　
教
育
長
人
事
を
４
月

の
入
学
式
に
間
に
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

理
由
と
、
町
長
が
考
え
る

教
育
長
の
仕
事
内
容
も
含

め
た
役
割
と
は
。

町
長　
教
育
長
は
町
の
教

育
の
要
と
な
る
非
常
に
重

要
な
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
熟

慮
を
重
ね
た
結
果
、
４
月

の
臨
時
議
会
に
間
に
合
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

教
育
行
政
の
責
任
者
と

し
て
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
町

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
を
第
一
に
考
え

て
、
教
育
の
現
場
で
実
現

さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要

な
役
割
で
す
。

教
育
長
人
事
が
遅
れ
た
理
由
に
つ
い
て

熟
慮
を
重
ね
た
結
果
、遅
く
な
り
ま
し
た

町
長

問　
小
学
校
高
学
年
の
自

転
車
通
学
に
つ
い
て
、
ス

ト
ー
カ
ー
や
性
犯
罪
の
防

止
上
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

　

自
転
車
通
学
の
必
要
性

は
な
い
と
は
い
え
な
い

が
、
現
時
点
で
は
、
現
状

ど
お
り
の
徒
歩
通
学
が
良

い
と
考
え
ま
す
。
通
学
路

は
交
通
量
が
多
く
、
道
幅

が
狭
い
な
ど
交
通
事
故
発

生
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
徒
歩
通
学
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
体
力

増
進
、団
体
行
動
の
学
習
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
防
犯

対
策
と
し
て
父
兄
の
皆
様

の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
大
泉
警

察
署
の
協
力
の
も
と
不
審

者
対
応
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
と
し
て

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
、
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
、
看
板
の

設
置
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

遠隔地小学生の通学風景
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的
に
新
設
街
路
事
業
は
、

国
の
補
助
金
が
要
望
額
の

半
分
程
度
か
ら
10
％
程
度

に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
岩
新
福
寺
線
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
27
年
度

末
で
約
82
％
の
用
地
買
収

等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、
平
成
30
年

度
の
完
了
を
目
指
し
、
進

め
て
い
き
た
い
。

問　
都
市
計
画
道
路
は
町

に
と
っ
て
大
事
な
事
業
で

す
か
ら
、
町
独
自
で
借
金

し
て
も
や
る
べ
き
で
は
。

町
長　

財
政
を
考
え
な
が

ら
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て

や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

問　
大
泉
の
大
利
根
工
業

団
地
と
、
サ
ン
ト
リ
ー
北

側
道
路
の
連
結
の
計
画

は
。

町
長　

平
成
７
年
３
月

に
策
定
さ
れ
、
平
成
24
年

３
月
改
正
の
千
代
田
町
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
サ
ン
ト
リ
ー

北
側
の
幹
線
町
道
25
号
線

を
広
域
連
携
軸
と
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　

隣
接
す
る
大
泉
・
邑
楽

と
連
携
を
し
な
が
ら
、
未

整
備
区
間
の
適
切
な
ル
ー

ト
等
を
検
討
し
て
実
現
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　
都
市
計
画
道
路
の
進

捗
状
況
は
。

町
長　

平
成
12
年
４
月

に
平
成
32
年
を
見
据
え

て
、
６
路
線
、
約
10
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
が
都
市
計
画
道

路
と
決
定
さ
れ
、
約
１
・

９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
改
良

済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
赤
岩
新
福
寺
線

は
平
成
23
年
度
か
ら
事
業

認
可
を
取
得
し
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
採

択
を
受
け
順
次
進
め
て
い

ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地

震
の
復
興
が
第
一
優
先
で
、

次
に
防
災
安
全
、
イ
ン
フ

ラ
老
朽
化
対
策
が
重
点
事

業
と
な
っ
て
お
り
、
全
国

赤岩新福寺線につきましては、
平成30年度の完了を目指します

都市計画道路等の
　　　　早期完成は　

問　
定
時
放
送
以
外
に
も

町
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
、
音

楽
を
流
し
た
り
、
学
校
行

事
の
予
定
や
町
出
身
の
著

名
人
の
情
報
を
発
信
し
て

み
て
は
ど
う
か
。

町
長　

緊
急
な
場
面
で

の
放
送
を
有
効
に
町
民
の

方
々
へ
伝
え
る
た
め
、
町

の
広
報
的
な
情
報
発
信
は

控
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

音
楽
も
差
し
控
え
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
苦
情
等

も
考
慮
し
、
関
係
機
関
と

協
議
し
な
が
ら
、
例
え
ば

小
学
生
に
よ
る
放
送
な
ど

も
考
え
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問　

髙
橋 

祐
二
議
員

髙橋 祐二議員

防
災
無
線
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

広
報
的
な
情
報
発
信
は
控
え
て
い
る

町
長

町長

住民の安全を知らせる防災無線
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一
般
質
問　

細
田 

芳
雄
議
員

細田 芳雄議員

元気で楽しく住み続けたい
まちを目指す

町長

町長は千代田町をどんな
町にしていきたいか

　

ま
た
、
町
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
と
と
も
に
、

介
護
施
設
の
あ
り
方
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
居
住

空
間
や
道
路
の
整
備
、
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
迅

速
な
作
成
、
今
あ
る
自
主

防
災
組
織
の
継
続
も
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
昔
か
ら
あ
っ
た
商
店

が
消
え
つ
つ
あ
る
。

町
長　
お
も
て
な
し
と
い

う
気
持
ち
を
持
つ
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
考
え

な
が
ら
商
店
街
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　
町
税
を
ふ
や
す
方
法

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
町
税
を
ふ
や
す
と

と
も
に
安
定
的
な
財
源
を

確
保
し
て
い
く
た
め
、
工

業
団
地
の
新
規
造
成
に
よ

る
企
業
の
誘
致
、
商
業
施

設
の
誘
致
、
舞
木
区
画
整

理
の
保
留
地
、
ふ
れ
あ
い

タ
ウ
ン
の
販
売
促
進
に
努

め
、
企
業
や
人
口
増
加
に

よ
る
税
収
の
増
加
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

問　
安
心
安
全
の
人
に
優

し
い
ま
ち
に
つ
い
て
、
例

え
ば
人
づ
く
り
の
学
校
教

育
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢

者
に
対
す
る
優
し
さ
と
し

て
の
福
祉
問
題
、
生
活
の

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等

が
必
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
お
年
寄
り
の
ご

夫
婦
で
も
生
活
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　
ま
ち
づ
く
り
の
根

底
に
あ
る
の
は
人
づ
く
り

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
図
書
館
の
芝

生
広
場
の
活
用
や
学
校
施

設
の
整
備
な
ど
教
育
環
境

も
整
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
高
齢
者
が
元

気
で
楽
し
く
住
み
続
け
た

い
ま
ち
を
目
指
す
に
は
、

病
気
に
な
ら
な
い
体
づ
く

り
が
大
切
で
す
。

　

フ
ッ
ト
パ
ス
な
ど
を
組

み
入
れ
な
が
ら
、
な
か
さ

と
公
園
の
よ
う
に
健
康
器

具
を
設
置
し
、
散
策
の
途

中
で
体
を
動
か
し
た
り
仲

間
と
話
が
で
き
る
よ
う
な

環
境
を
つ
く
り
ま
す
。
ま

た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
整
備
も
し
て
い
き
た

い
。

問　
広
域
農
道
と
赤
岩
新

福
寺
線
を
１
本
に
つ
な
げ

る
計
画
に
つ
い
て
は
。

町
長　
明
和
町
の
方
面
か

ら
来
る
と
保
健
セ
ン
タ
ー

の
と
こ
ろ
で
突
き
当
た
り

に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
道

路
を
早
急
に
つ
な
げ
ら
れ

図書館の芝生広場の活用図書館の芝生広場の活用

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
新
規
工
業

団
地
の
推
進
は
も
と
よ
り

ト
ラ
ッ
ク
や
人
の
流
れ
も

変
わ
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
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主
な
質
疑

問

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
町
の
対
応

は
。

答

担
任
の
先
生
と
給

食
セ
ン
タ
ー
の
担
当
で

確
認
し
合
い
、
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

食
材
に
よ
っ
て
は
食

べ
ら
れ
な
い
子
ど
も
も

い
ま
す
の
で
、
献
立
に

材
料
の
明
記
を
し
て
い

ま
す
。

問

食
育
に
つ
い
て
。

答

栄
養
士
が
教
室
に

出
向
き
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
問
題
等
に
つ
い
て

話
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
自
分
た
ち
で
育
て
た

作
物
を
、
実
際
に
調
理

し
て
食
べ
て
い
ま
す
。

問

土
曜
ス
ク
ー
ル
は

考
え
て
い
る
か
。

答

学
力
向
上
の
目
的

に
つ
い
て
は
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
、
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
や
費
用
面
を

考
慮
す
る
と
、
現
時
点

で
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。

問

地
域
防
災
計
画
見

直
し
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
。

答
本
町
に
お
い
て
は
、

利
根
川
が
決
壊
し
た
時

に
排
水
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
の
常
総
市

に
関
し
て
は
一
週
間
く

ら
い
水
が
引
か
な
か
っ

た
た
め
、
広
域
に
わ
た

り
排
水
に
つ
い
て
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

利
根
川
流
域
で
は
、

群
馬
・
埼
玉
・
茨
城
・

千
葉
・
東
京
の
１
都
４

県
に
わ
た
り
、
防
災
会

議
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
防
災
計
画
を

具
体
的
に
示
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
千
代
田
町
で

は
原
案
が
作
成
さ
れ
ま

し
た
。
台
風
シ
ー
ズ
ン

前
ま
で
に
は
、
防
災
計

画
に
お
い
て
、
最
後
の

詰
め
を
行
い
ま
す
。

問

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

教
育
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
。

答

Ｉ※

Ｃ
Ｔ
推
進
授
業

と
し
て
、
町
の
総
合
戦

略
に
記
載
さ
れ
て
い
る

事
項
で
す
。

　

今
年
度
パ
ソ
コ
ン
の

総
入
れ
か
え
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
よ
り
よ
い

教
育
と
な
る
よ
う
協
議

中
で
す
。

≫主な所管事務について
総務課…投票所の閉鎖時刻について
財務課…町の課税状況について

教育委員会…オープンスクールの実施について

≫閉会中の継続調査について

町からの報告事項

主な協議事項

パ
ソ
コ
ン
や
電
子

黒
板
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
グ
ラ
フ

や
資
料
を
効
果
的

に
使
用
す
る
授
業

の
こ
と
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
授
業

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
授
業

子どもたちの給食風景子どもたちの給食風景
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主
な
質
疑

問

太
田
市
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
か
ら
、
千
代

田
町
の
小
学
生
が
視
察

に
来
な
い
と
聞
い
て
い

る
が
。

答

東
西
の
４
年
生

は
、
大
泉
の
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
は
勉
強
を
し
に

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
ご
み
の
減
量
化
等
、

環
境
教
育
の
充
実
も
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

商
業
施
設
の
進
捗

は
。

答

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田

と
相
乗
効
果
の
あ
る
企

業
を
探
し
て
い
ま
す
。

問

生
ご
み
を
半
分
に

減
ら
し
た
自
治
体
が
あ

る
と
聞
く
が
、
町
の
取

り
組
み
は
。

答

生
ご
み
処
理
機
購

入
の
た
め
の
補
助
金
を

出
し
て
い
る
の
で
、
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
。

問

今
年
の
川
せ
が
き

に
お
い
て
、
地
方
創
生

加
速
化
資
金
の
一
部
を

割
り
当
て
る
と
の
こ
と

だ
が
。

答

毎
年
、
町
か
ら
も

補
助
金
を
出
し
て
お

り
、
多
く
の
町
民
・
企

業
か
ら
寄
附
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
国
の
補

助
金
を
利
用
し
て
今
年

だ
け
盛
大
に
は
で
き
な

い
の
で
、
使
い
方
を
十

分
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン

で
３
区
画
を
不
動
産
会

社
に
販
売
、
そ
の
後
４

区
画
の
建
売
を
し
、
即

完
売
に
な
っ
た
と
い
う

例
が
あ
る
が
、
今
後
は

区
画
面
積
の
変
更
も
必

要
で
は
。

答

１
区
画
、
平
均
80

坪
で
販
売
を
始
め
ま
し

た
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
希

望
が
あ
る
と
き
は
相
談

に
乗
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

学
童
ク
ラ
ブ
の
入

所
規
定
は
。

答

保
育
園
と
同
じ
よ

う
な
条
件
で
す
が
、
長

期
休
暇
等
の
申
し
込
み

時
は
保
護
者
と
相
談
し

な
が
ら
決
め
て
い
ま

す
。

問

西
小
学
童
ク
ラ
ブ

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
有
効

に
使
わ
れ
て
い
な
い

が
。

答
東
側
に
県
道
が
あ

る
た
め
、
児
童
の
安
全

の
た
め
防
護
ネ
ッ
ト
の

設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

問

11
区
天
神
原
の
手

押
し
信
号
を
感
応
式
に

で
き
な
い
か
。

答

大
泉
警
察
署
と
検

討
し
て
い
き
た
い
。　

　

≫主な所管事務について
住民福祉課…臨時福祉給付金について
　　　　　　保育園等の申し込み状況について
環境保健課…ごみ減量化の取り組みについて
　　　　　　住民総合健診の受診状況について
　　　　　　下水道事業の整備状況について

経済課…イベントの魅力アップ推進事業等について
都市整備課…ふれあいタウンちよだの分譲状況に

ついて
舞木土地区画整理組合の保留地処分
状況について

≫閉会中の継続調査について

町からの報告事項

主な協議事項

補助金が増額された補助金が増額された
家庭用生ごみ処理機家庭用生ごみ処理機
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会議録は町のホームページからご覧になれます

今号今号の表紙表紙
“ストロンボーンで音のひみつさがし”
６月18日、町民プラザにて「おもしろ科学教室」
が行われました。いくつかのストローを組み合わ
せトロンボーンに似た楽器をつくり、音の不思議
を考え学びました。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　 （86）7009

議会を傍聴しませんか？

16

代表者 原田 紀幸さん（赤岩）
　千代田八木節保存会は
会員数が25名で、代表の
原田紀幸さんのもと活動
しています。
　川せがきでは140年以
上前から八木節の催しが
ありましたが、55年ほど
前からは「保存会」とし
て継続しています。
　毎年、川せがきの舞台、
産業祭や光恩寺の不動尊
大祭でも披露しています。
　夫婦や親子でも練習に参加されていて、とても楽しい雰囲気です。練習は第２・第４の土曜日で、
午後７時から９時まで町民プラザで行っています。見学も大歓迎ですので、初心者の方でもお気軽に
お越しください。
　地元の伝統芸能を次世代に引き継ぐためにも、若い方の参加をお待ちしております。

次回の定例会は、

９月６日（火）～９月16日（金）の予定です
　　　　（一般質問は初日の午前９時からです）

16

千代田町の

元気の源
Vol.29

 　“伝統芸能を次世代につなぐ” 　“伝統芸能を次世代につなぐ”

　　　　　　　　千代田八木節保存会千代田八木節保存会


